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参加費定員対象開始時間期間曜日教室名
３５００円

各
３０人

小学生（初心者）午後６時Ａ金卓球

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

３２００円女性午後１時３０分木シェイプアップ
３８００円女性（初心者）

午前１０時

Ｂソフトテニス

各
３２００円一般

Ａ

金
健康体操
エンジョイエクサ
サイズ

３８００円一般（初心者）午後７時土ラージボール卓球
３３００円午前１０時３０分

火
エアロビクス

２９００円６０歳以上午後１時３０分シルバースクール
３１００円４５人一般午後３時太極拳

３８００円各
３０組

２歳～未就園児
とその親

①午前１０時
②午前１１時３０分Ｂ木ふれあい親子

４０００円４５組１歳６カ月～未
就園児とその親午前１０時Ａ金親子からだあそび

とママエアロ
２８００円１２０人小学４～６年生午前９時３０分

Ａ

土
陸上

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

３９００円５０人小学３～６年生午前１０時ジュニアソフトテ
ニス

各
４０００円

７５人小学４～６年生午後６時水バスケットボール
各
３５人

小学４～中学３
年生

木バレーボール
４２００円午後５時土

バドミントン ５２００円
各
４０人

高校生以上午後７時火
５５００円女性

午前１０時
水

５０００円女性（初心者）金卓球
４４００円２０人木インディアカ
３８００円各

１０人
高校生以上午後７時

Ｂ
火アーチェリー ３０００円中学生

各
５０００円

各
２０人１８歳以上午後７時３０分金硬式テニス（初級）

硬式テニス（中級）
※期間のＡは９～１２月、Ｂは９～１１月。
※中学生以下は、年間１人８００円のスポーツ保険代が別途必要。
※定員に達しない教室は、７月１８日晶午前９時から再受け付け。

た
返
信
用
封
筒
を
、「
ス
ポ
ー
ツ

ス
ク
ー
ル
・
教
室
申
し
込
み
」

と
明
記
し
た
封
筒
に
入
れ
、
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
教
室
名
／
と
き
／
対
象
／
定
員

／
参
加
費

左
表
の
と
お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

●
申
し
込
み

６
月

日
昇
～
７

２４

月

日
昭
午
前
９
時
～
午
後
５
時

１０

（
捷
を
除
く
）に
、
持
参
か
郵
送
で

市
体
育
館（
〒

－

０
０
６
１
新

４４６

田
町
新
定
山

－

８
）へ

４１

※
郵
送
の
場
合
は
７
月

日
昭
ま

１０

で（
当
日
消
印
有
効
）に
、

円
８２

切
手
を
貼
り
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
教
室
名
を
記
入
し

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

安
城
七
夕
ま
つ
り
の
交
通
規
制

●
規
制
期
間

８
月
１
日
晶
午
前

時
～
３
日
掌
午
後

時

１０

１０

●
規
制
箇
所

左
図
の
と
お
り

●
通
行
許
可
申
請
の
受
け
付
け

規
制
に
よ
り
生
活
に
支
障
が
出
る

人
は
、
６
月

日
晶
ま
で
に
関
係

２７

町
内
会
・
商
店
街
振
興
組
合
・
市

商
工
課
の
い
ず
れ
か
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い

●
通
行
許
可
時
間

８
月
１
日
晶・

２
日
松
午
後

時
～
翌
日
午
前
９

１０

時

分
３０

●
そ
の
他

期
間
中
、
あ
ん
く
る

バ
ス
・
名
鉄
バ
ス
・
知
多
バ
ス
の

ル
ー
ト
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

■問
▼
商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ

教
室（
２
期
）

ダ
ン
ボ
ー
ル

ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト

コ
ン
ポ
ス
ト

講
習
会

講
習
会

ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト

講
習
会
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安
美
展
の
出
展
作
品
を
募
集

館
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
で
配
布
。

●
搬
入

月

日
昌
午
後
１
時

１０

１５

～
７
時
に
、
指
定
し
た
会
場
へ

※
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
作
品

は
、
受
け
付
け
不
可
。

●
搬
出

選
外
作
品施

月

日

１０

２３

昭
～

日
掌
午
前
９
時
～
午
後
５

２６

時
に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
事
務
室
へ

入
選
作
品
糸
前
期
入
選
作
品
は
１１

月
３
日
抄
、
後
期
入
選
作
品
は
１１

月

日
掌
い
ず
れ
も
午
後
５
時
～

１６
７
時
に
各
自
の
展
示
会
場
へ

●
賞

最
高
賞施

５
部
門
を
通
じ

て
最
優
秀
作
品
に「
グ
リ
ー
ン
リ

ボ
ン
賞
」（
賞
金

万
円
）
部
門

１０

大
賞施

各
部
門
１
点（
賞
金
１
万

円
）
部
門
賞施

市
長
賞
、
議
長

賞
、
教
育
委
員
会
賞
、
文
化
協
会

賞
、
奨
励
賞

規格部門

サイズは２０号（７２．７㎝×５０㎝）以上、５０号（１１６．７㎝×
１１６．７㎝）以内。額装でつりひもをつけること日本画

サイズは２０号（７２．７㎝×５０㎝）以上、５０号（１１６．７㎝×
１１６．７㎝）以内。額装でつりひもをつけること。版画は
６号（４０．９㎝×２４．３㎝）以上、９０．９㎝×９０．９㎝（マット
を含む）以内

洋画

寸法は半折２分の１以上全紙以内で、仕上がり寸法
１８０㎝×９０㎝以内。縦横自由。額装または枠張りとし、
つりひもをつけること。てん刻（仕上がり寸法３９㎝×
３０㎝以内で印影のみ）・刻字（５０㎝×１００㎝以内、縦横自
由、重量１０㎏程度）も、つりひもなどで展示できる体
裁とする
※釈文用紙に記入し、出品申し込み時に提出。臨書は
不可。

書

半切（３５．６㎝×４３．２㎝）以上（Ａ３、２９．７㎝×４２㎝は不可）、
全倍（７０㎝×９４㎝）以内で、仕上がり寸法外枠以内の単
写真とし、額装かパネル張り。つりひもをつけること
※パソコン処理による合成・削除は不可。

写真

工芸は、陶磁・金工・染織・漆・木・竹・籐・七宝・
皮革・ガラス・紙・人形で、立体は４０㎝立方以内（容
積換算）、壁面は横１２０㎝以内（仕上がり寸法）
彫塑は、幅１００㎝×奥行１００㎝×高さ２００㎝以内で、重
量は１００㎏程度とする
※いずれも展示できる体裁とし、手芸品に類するもの
は不可。

工芸
・
彫塑

※危険防止のため、ガラス入りの額装は不可。アクリルは可（書の
みアクリル不可）。

■
安
美
展

前
期
・
後
期
で
部
門
別
に
開
催

し
ま
す
。

●
部
門
・
と
き

前
期（
日
本
画
、

書
、
工
芸
・
彫
塑
）施

月

日

１０

２４

晶
～

月
３
日
抄
午
前
９
時
～
午

１１

後
５
時（

月

日
捷
を
除
く
）

１０

２７

後
期（
洋
画
、
写
真
）施

月
７
日

１１

晶
～

日
掌
午
前
９
時
～
午
後
５

１６

時（

月

日
捷
を
除
く
）

１１

１０

●
と
こ
ろ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
作
品
の
出
展

●
部
門
／
規
格

左
表
の
と
お
り

●
対
象

歳
以
上
の
人（
中
学

１５

生
を
除
く
）

●
出
品

各
部
門
１
人
１
点
ま
で
、

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
ま
た
、

合
同
作
品
は
不
可

●
申
し
込
み

９
月

日
昌
～

２４

１０

月
４
日
松
の
間
に
、
持
参
か
郵
送

糸
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
９
月

日
捷
を
除
く
）に
出
品
申
込
書

２９

な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
安
美
展
事
務
局

（
〒

－

０
０
２
６
安
城
町
城
堀

４４６）へ

電
子
申
請
糸
市
公
式
ウ

３０ェ
ブ
サ
イ
ト「
安
美
展
」の
ペ
ー
ジ

か
ら
必
要
事
項
を
申
請
し
て
く
だ

さ
い

※
募
集
要
項
・
出
品
申
込
書
は
、

６
月
下
旬
か
ら
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
市
民
会
館
・
歴
史
博
物
館・

文
化
セ
ン
タ
ー
・
各
地
区
公
民

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

●
と
き

基
礎
講
習
会
糸
７

月

日
松
午
後
１
時

分
～

１９

３０

３
時

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講

習
会
糸
９
月

日
松
午
後
３

２７

時

分
～
４
時

分（
全
２

１５

３０

回
）

●
と
こ
ろ

リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ

●
内
容

ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ

ト
を
使
っ
て
生
ご
み
を
堆
肥

に
す
る
手
順
を
学
習

●
講
師

市
消
費
生
活
学
校

会
員

●
対
象

市
内
在
住
で

歳
１８

以
上
の
人

●
定
員

人（
先
着
順
）

１５

●
費
用

円
７００

●
申
し
込
み

６
月

日
晶

２０

か
ら
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時（
松
掌
を
除
く
）に
、
清
掃

事
業
所（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

へ

昨昨年の最優秀作昨年の最優秀作品品
「彼方へ「彼方へ」」

堆肥化の手順を学堆肥化の手順を学習習
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●
職
種
／
定
員
／
対
象
／
必
要
な

資
格
な
ど

下
表
の
と
お
り

●
試
験
日
程

大
学
・
短
大
▼
１

次
試
験
糸
７
月

日
昇
～

日
松

２２

２６

の
う
ち
１
日
と

日
掌

２
次
試

２７

験
糸
８
月

日
晶（
保
育
士
・
教

２２

諭
職
を
除
く
）と

日
松
・

日

２３

２４

掌
の
う
ち
１
日

高
校
▼
１
次
試

験
糸
９
月

日
掌

２
次
試
験
糸

２１

月

日
昭

１０

１６

●
試
験
内
容

面
接
・
筆
記
・
適

性
検
査
・
作
文
な
ど

※
保
育
士
・
教
諭
職
は
、
２
次
試

験
に
て
実
技
試
験
あ
り
。

●
申
し
込
み

受
験
申
込
書
・
面

接
カ
ー
ド
・
成
績
証
明
書
・
卒
業

（
見
込
）証
明
書
を
持
参
か
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）で
各
期
間
内
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松
掌
を

除
く
）に
、
人
事
課（
〒

－

８
５

４４６

０
１
住
所
記
載
不
要
）へ

大
学・

短
大
糸
６
月

日
捷
～

日
晶

１６

２７

高
校
糸
８
月
８
日
晶
～

日
捷

１８

※
原
則
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
受
験
申
込
書
・
面
接
カ

ー
ド
は
、
同
課
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問
▼
人
事
課

（
緯〈

〉２
２
０
３
）

７１

市
役
所
来
年
４
月
採
用
職
員
を
募
集

衣
浦
東
部
広
域
連
合
来
年
４
月
採

用
職
員
を
募
集

必要な資格など（取得・履修見込み含む）対象定員（程度）職種区分

①昭和５９年４月２日以降生まれ
で、４年制大学を卒業、または
来年３月までに卒業見込みの人
②平成元年４月２日以降生まれ
で、短期大学・高等専門学校・
専修学校の専門課程を卒業、ま
たは来年３月までに卒業見込み
の人

１７人事務職
（一般）

大学
短大

保育士資格と幼稚園教諭免許１８人保育士・
教諭職

土木系の科目を履修２人技術職（土木）

身体障害者手帳の交付を受けた人で、
自力で通勤ができ、介護者なしで職
務の遂行ができる人

昭和５４年４月２日以降生まれで、
４年制大学・短期大学などを卒
業、または来年３月までに卒業
見込みの人

２人事務職
（身体障害者）

保健師資格昭和５９年４月２日以降生まれの
人１人保健師

平成８年４月２日以降生まれで、
高等学校を来年３月までに卒業
見込みの人

１人事務職
（一般）

高校
土木系の科目を履修１人技術職

（土木）
※地方公務員法第１６条（欠格条項）に該当する人は受験できません。

●
職
種
／
定
員
／
対
象

下
表
の

と
お
り

●
試
験
日
程

大
学
・
短
大
▼
１

次
試
験
止
７
月

日
掌

２
次
試

２７

験
止
９
月
３
日
昌

高
校
▼
１
次

試
験
止
９
月

日
掌

２
次
試
験

２１

止

月

日
昌

１０

２９

●
試
験
内
容

筆
記
・
適
性
検
査・

面
接
・
作
文
・
体
力
測
定

●
申
し
込
み

受
験
申
込
書
・
成

績
証
明
書
・
卒
業（
見
込
）証
明
書

な
ど
を
持
っ
て

大
学
・
短
大
止

６
月

日
捷
～

日
捷
午
前
９
時

１６

３０

～
午
後
５
時（
松
掌
を
除
く
）
高

校
止
８
月

日
晶
～

日
昇
午
前

１５

２６

９
時
～
午
後
５
時（
松
掌
を
除
く
）

に
、
衣
浦
東
部
広
域
連
合
事
務
所

（
刈
谷
市
小
垣
江
町
西
高
根

－２０４

１
）へ

※
受
験
申
込
書
は
、
衣
浦
東
部
広

域
連
合
事
務
所
・
各
消
防
署
・

同
広
域
連
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

配
布
。
必
ず
本
人
が
持
参
し
て

く
だ
さ
い（
本
人
が
持
参
で
き

な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
）。

■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

総
務
課

（
緯〈

〉０
１
３
２
）

６３

対象定員（程度）職種区分
陰平成元年４月２日以降生まれで、４年制大学を卒業、または来年３
月までに卒業見込みの人
隠平成３年４月２日以降生まれで、短期大学・高等専門学校・専修学
校の専門課程を卒業、または来年３月までに卒業見込みの人で、救急
救命士の資格を有する、または取得見込みの人

９人
消防職

大学
短大

平成７年４月２日以降生まれで、高等学校を卒業、または来年３月ま
でに卒業見込みの人３人高校

※いずれも身体が強健で、消防職務を遂行できる人。
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市
民
会
館
の
臨
時
休
館

改
修
工
事
の
た
め
、
次
の
と
お

り
休
館
し
ま
す
。
な
お
、
窓
口
業

務
は
通
常
通
り
受
け
付
け
ま
す
。

窓
口
利
用
時
間
▼
７
月
１
日
昇
～

月

日
掌
糸
午
前
８
時

分
～

１１

３０

３０

午
後
５
時

分

月
１
日
捷
以

１５

１２

降
糸
午
前
８
時

分
～
午
後
９
時

３０

（
い
ず
れ
も
昇
を
除
く
）

■
会
議
棟
全
室
・
ホ
ー
ル
棟
２
階

楽
屋
７
号
室
の
休
館

●
と
き

７
月
１
日
昇
～

月
１１

３０

日
掌

●
内
容

各
会
議
室
・
視
聴
覚
室・

講
座
室
・
和
室
・
展
示
室
・
楽
屋

７
号
室
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん

■
ホ
ー
ル
棟
の
休
館

●
と
き

７
月
１
日
昇
～
来
年
１

月

日
松

３１
●
内
容

ホ

ー
ル
・
ホ
ワ

イ
エ
・
楽
屋

６
号
室
・
リ

ハ
ー
サ
ル
室

の
利
用
が
で

き
ま
せ
ん■問

▼
市
民
会
館

（
緯〈

〉１
１
５
１
）

７５

●
利
用
期
間

月
１
日
昌
～
来

１０

年
３
月

日
昇
の
う
ち
上
半
期
と

３１

あ
わ
せ
て
３
日
間

●
対
象

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
１００

人
以
上
で
使
う
、
講
演
な
ど
の
団

体
利
用

●
そ
の
他

多
目
的
ホ
ー
ル
は
防

音
改
修
工
事
の
た
め
、

月
中
旬

１２

～
３
月
上
旬
の
間
で
使
用
で
き
な

い
期
間
が
発
生
し
ま
す

●
申
し
込
み

６
月

日
昇
～
７

２４

月
６
日
掌
午
前
９
時
～
午
後
８
時

（
６
月

日
捷
を
除
く
）に
、
申
込

３０

書
を
直
接
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
下
半
期
分

の
利
用
受
け
付
け
を
開
始

■問
▼
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉０
６
０
１
）

７１市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

市市民会市民会館館

安
城
駅
前
の
市
街
地
の
一
角

に
、
近
年
ま
で
銅
像
が
立
っ
て

い
た
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

紋
付

も
ん
つ
き

袴
姿
で
扇
子
を
手
に
、
中

は
か
ま

心
市
街
地
を
見
下
ろ
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
銅
像
の
人
物
が
、

岡
田
菊
次
郎
で
す
。
最
初
の
銅

像
は
、
岡
田
が

歳
の
と
き
に

６２

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。（
※
）

岡
田
は
、
慶
応
３
年（
１
８

６
７
年
）に
安
城
村
戸
崎
に
生

と
さ
き

ま
れ
ま
し
た
。
東
海
道
線
用
地

の
測
量
へ
の
従
事
が
き
っ
か
け

で
、
明
治

年（
１
８
８
８
年
）

２１

か
ら
役
場
の
仕
事
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
翌
年
に
は
役
場
の
書

記
に
。
同

年
に
は
村
会
議
員

２５

に
な
り
、
以
後
町
会
議
員
・
郡

会
議
員
・
県
会
議
員
を
長
年
に

わ
た
っ
て
務
め
ま
し
た
。
同
３３

年
に
は
、
村
長
ら
が
反
対
す
る

な
か
、
県
立
農
林
学
校
の
安
城

へ
の
誘
致
を
強
力
に
推
進
し
、

成
功
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
一
件

で
村
長
が
辞
職
し
、
岡
田
が
村

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
同

年
、

３９

安
城
村
は
安
城
町
に
な
り
ま
す

が
、
岡
田
は
戦
後
ご
ろ
ま
で
に

安
城
町
長
を
６
回
も
務
め
て
い

ま
す
。

岡
田
の
功
績
は
、
農
林
学
校

の
例
の
よ
う
に
、
施
設
の
誘
致

や
道
路
整
備
な
ど
を
次
々
と
成

し
遂
げ
た
こ
と
で
す
。
警
察
署

や
郡
役
所
の
移
転
は
、
生
涯
で

最
も
骨
が
折
れ
た
と
岡
田
は
話

し
て
い
ま
す
。
町
長
時
代
に
手

が
け
た
町
道
は

路
線
近
く
に

１００

も
な
り
、
県
道
は
十
数
本
も
あ

り
ま
し
た
。
当
時
、
安
城

の
道
路
網
は
、
ず
ば
ぬ
け

て
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
明
治
用
水

関
係
で
は
、
矢
作
川
上
流

域
に
水
源
確
保
の
た
め
の

山
林
経
営
を
推
進
。
農
業

関
係
団
体
で
は
、
要
職
を

兼
ね
て
い
た
こ
と
か
ら
、

県
立
種
鶏
場（
池
浦
町
）の

設
立
に
も
尽
力
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
岡
田
の
取

り
組
み
は
、
安
城
発
展
の

原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。「
日
本

デ
ン
マ
ー
ク
」と
呼
ば
れ
た
こ

ろ
の
安
城
の
繁
栄
は
、
こ
の
よ

う
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
支
え
ら

れ
て
い
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
凄
腕
の

政
治
家
の
よ
う
で
す
が
、
と
て

も
人
当
た
り
が
良
く
、
飾
り
気

の
な
い
人
物
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

粘
り
強
い
実
行
力
と
誰
か
ら
も

好
か
れ
る
人
柄
に
、
生
前
に
銅

像
が
立
つ
よ
う
な
人
気
の
秘
密

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
銅
像
は
、
戦
時
中
の
金
属
供

出
の
た
め
一
度
無
く
な
り
ま

し
た
が
、
戦
後
す
ぐ
に
再
建

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
明

治
用
水
会
館（
大
東
町
）の
敷

地
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。元郡役所の安城町役元郡役所の安城町役場場（（長坂正一氏所蔵絵長坂正一氏所蔵絵葉葉書よ書より）り）


